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『ヘー'ノアント」における場所の
移動を表す動詞
-giuuftanを中心に－
志田 章
1
叙事詩『ヘーリアント』 』 （840年頃成立）においては，場所の移動を表
す動詞が多数使われているが，その中でもとりわけgiuuitan(離れる）
の用法は特徴的である．古ザクセン語giuuitanと同語源の語は古高ドイ
ツ語には見当たらないが，同義語aruuizanを見つけることができる．
aruuizanは，同時代に書かれた『タツイアーン』2 (830年頃成立）のな
かで6度使われているが，少し遅れて書かれた『オットフリート』 (870
年頃成立）ではその使用例を見つけることはできない． 『タツィアーン』
の例を見ることにする．
Intibihabetuninan,thazfoninniα〃"〃(Tat.22,4)
（そして彼らから離れないように，彼を引き留めた) (Luk.4,42)
αγz〃ze/fonmirthietharunrehtuuirket!(Tat.42,3)
（不正を行うものは私から離れよ) (Mat.7,23)
inticumoα〃"た〃slizantiinan(Tat.92,2)
（彼を苦しめている［霊］はなかなか離れません) (Luk.9,39)
残りの3例を含めaruuizanの6例はラテン語のdisced6(立ち去る）
及びrecEdO(退く）を訳しているが，その使用の点で際立った特徴は見
られない．約6000行に及ぶ『ヘーリアント』はザクセン族の教化のため
に，ルートヴィヒ敬虚王の命によって書かれたものであり，民衆は主に
口承によって教化されたと推測される．本稿では場所の移動を表す動
詞3に焦点を当て， 口承による伝道に効果的なその用法について論じて
みたい．
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2『ヘーリアント』には二つの写本と三つの断片ｶざ現存しているが， そ
の中のC写本と呼ばれているものには，原作者自身によって朗読のため
の段落(Fitte)(72章)がローマ数字で入れられている．ベハーケルの編
集した版（1948）ではこの72章の他に，聖書の内容に従って45の表題を
付け詩行を区分けしている． また， 『ヘーリアント』を現代ドイツ語に訳
したF.ゲンツマー(1989)4は72章を5部に纏めている（表I参照).
表I
第1部は「イエスの誕生と青少年期」 (JesuGeburtundJugend)第2
部は， イエスがヨハネによって洗礼を施される場面から始まる「初めて
の登場と山上の垂訓」 (ErstesAuftretenunddieBergpredigt),第3
部は「奇跡と薑え」 (WunderundGleichnisse),第4部はイエスとその
弟子力欝礫刑の地へと向かう「イェルサレムへの進行」 (DerZugnachJe-
rusalem)そして最後の第5部は「受難記」(DieLeidensgeschichte)で
ある．
次の表IIは各部毎のgiuuitanの使用回数である．
表II
次の表IIIは各部でgiuuitan力：何行ごとに使われているか,近似的使用
頻度を示したものである．
表IIIから第2部はgiuuitanの使用頻度は低いものの，第1,3, 4,
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?
章 詩行 詩行数
第1部 1－13 1-11201120
第2部 14-231121-1993873
第3部 24-421994-35151 22
第4部 43-533516-4451936
第5部 54-724452-59831532
第1部 第2部 第3部 第4部 第5部 合計
15回 3回 20回 10回 20回 68回
表III
5部ではおおよそ同じ割合で使われていることが分かる．
3
次の表IVはgiuuitanが実際に本文中で何行ごとに使われているかを
纏めたものである5．
表IV第1部（平均74行）
表IVから平均頻度74行に近いのは()で囲まれている5箇所で,356
行目から424行目までの68行，458行目から531行目までの73行，712行目
から780行目までの68行,873行目から960行目までの87行，そして1024行
目から1113行目までの89行であることカゴ分かる．以下でこの5箇所を前
後関係も含めて通覧し，朗読にとって有効な何らかの文体的特徴を有し
ているのかどうか調べてみたい．
a)356-424
ベハーケル（1948）は243行目から426行目までを「キリストの誕生」
(GeburtChristi)と題名をつけている.356行は第5章の始まりから18行
目にあり，424行は第5章の終りから3行目にある．ちょうどgiuuftanが
第5章を前後から囲むようになっている．以下は第4章の終わりの部分
から始まっている．
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第1部 第2部 第3部 第4部 第5部
74行 290行 81行 93行 76行
詩行 356 42458 531 650 677 712 780 806
間隔 (68行） 34 （73行） 119 27 35（68行） 26
詩行 806 832 873 960 982 10241113
間隔 26 41 （87行） 22 42（89行）
ヨゼフはマリアカゴ身篭もったことを知り動揺する． その時ヨゼフの心
は乱れた． 当時人々の習慣は，へプライ民族の古い法律のために次のよ
うになっていた．つまり姦通をした妻は誰でも， 自らの命でもってその
同衾を償わなければならなかった．賢くまことにりっぱな人ヨゼフは，
心の中でこれらの事について， どうやって彼はこの娘とこのような時に
こっそり別れようかと考え始めた．
1)Th6niuuaslangtethiu,/thatimtharandr6ma9"α班drohtines
engil,/hebancuningesbodo,endihetsieinahaldanuuel,/minnionsie
anism6de:(315-318)【間もなくヨゼフの夢の中に主の天使，天の王の
使い力：来た． そして彼女を十分に守り，心の中で愛するように彼に命じ
た】 6．
Th6uuardfonROmuburgrikesmannes/obarallathesairminthiod
Octauianas/banendibodskepiobartheaisbredongiuuald/c""α〃fon
themkesurecuningogihuilicun,(339-342)【そのとき権勢ある男の支配
するローマからオクタヴィアヌス帝のこれらのあらゆる種族へと，命令
と通告が彼の広大な帝国へ来た】皇帝からそれぞれの王と君主達に，彼
の侯爵達力欝帝国全土人々を支配している至る所へ．
Hietmanthatallatheaelilendiunmaniro6dils6htin,/helidosiro
handmahalangegeniroherronbodon,/9""/tethemcn6slagihue,
thananhecunneasuuas,/giboranfonthemburgiun.(345-348)【異郷
人達はすべて，彼らの血族所有地を探すように命じられた．人々は王の
使者と出会うために世襲地を探し， そこから彼が出てきて， その地の生
まれであるその血族の地へ行くように命じられた】．
Fけγ"〃theabodonobarall,/theafonthemkesurac"籾α"αuuarun,/
b6kspahauueros,(350-352)【使者達は至る所へ進んで行った．皇帝の所
から来た者たちは，学識ある者たちは】そして年貢の支払いからだれも
逃れること力ざできないように， それぞれの国と人々の名をを熱心に文に
記した．
2)Th6gj""〃伽6Cmidishiuuisca/Iosephtheg6do,s6itgod
mahtig,/uualdanduuelda:(356-358)【その時支配者， 力ある神が望ん
だように，良きヨゼフも彼の家族と供に移って行った： 】その男と神聖
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な娘良きマリアの世襲地がある輝く故郷，ベツレヘムを彼らは探した．
3)c""@α〃〃"α"themareo,/mahtiganmannolioht,s6iser
managandag/bilidiuuarunendib6cnofilu/giuuordenanthesero
uueroldi.(371-374)【名高き人，力ある人が，人の世のなかに来た[生ま
れた]】，以前何度も彼についての多くの前兆としるし力欝， この世界で起
ったようにその時その母は，女性の中で最も美しい人は，彼を手に取り，
衣と優美な飾りで包み，両手でその小さきかたを飼葉桶の中に慈しみな
がら置いた． そのころ馬丁として外にいた番人達は，キリストが生まれ
たことに気づいた．彼らは野原にいる馬の番をしていたのだった． ちょ
うどその時，暗闇の中で空が二つに裂けるのを見た．
endi9"wzliohtgodes/uuanumthurhthiuuuolcanenditheauuardos
thar/bifenganthemfelda.. .gisahuntharmahtigna/godesengil
c"加α",(391-395)Rehts6heth6thatuuordgisprac,/s6uuardthar
engilotethemenununrimc況加α",/helagheriskepifonhebanuuan-
ga,/fagarfolcgodes,(409-412).【神の輝く光力雰雲を通って射してきた．
そして番人達を包んだ】、彼らはその時，心のなかで恐れた．これに続い
て力強い神の使いが来るのを見た． 【神の使い力ざ，キリストがベツレヘム
で生まれ，飼葉桶の中にいること，彼が天と地そして全人類の王である
ことを伝えるとすぐに， その1人の天使の方に向かって，天の緑野から
無数の神聖な美しい天使たち力:来た】・馬の番人達は，この不思議な出来
事力：戒めをもって彼らに近づいて来たことを知った．
4)g""伽〃伽teBethleemthanan/nahtessibo";(424-425)【番人達
は夜， そこからベツレヘムへ向かった】彼らはキリスト御自身を見たい
一心だった．
さてこれまでに出てきた場所の移動を表す動詞を，特にその主語と到
達点に注意して以下で整理してみよう．
表Vから『ヘーリアント』の内容展開の中で登場人物の重要な遠距離の
移動， ここではヨゼフと身重なマリアのベツレヘムへの移軌および馬
丁のイエス生誕の地ベツレヘムへの移動であるが， これらの移動の両方
で, giuuitanが使われていること力罫分かる．しかし，他の動詞にはこの
ような特徴は見られない．
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表V
*表Vの（）内は，本文中には述べられてないが前後関係から明ら
かであることを示している． また「直」は直説法， 「接」は接続法を
表す．
b)458-531
この箇所は第6章に含まれている． giuuitanの出てくる458行はこの
章の始まりから32行目にあり，531行は終わりから7行目にある．以下の
概略は第6章の書き出しの部分から始まっている．
5)Habdaimtheengilgodesalgiuuisid/torhtuntecnun,thatsieim
t6selbun,/tethemgodesbarnegIz昭"〃mahtun,(427-429)【彼ら［馬
丁］に神の使いは空の印によって，彼ら自身が神の子のもとへ行くこと
ができることをはっきり示した.】そして人々の主，人々の支配者をすぐ
に見つけた．
ThatgerfurdorshMI,/untthatthatfridubarngodesfiartighabda/
dagoendinahto.(449-451)【時間は先へと進み，神の平和の子は生後40
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詩行 定動詞 時称 主語 到達
316 quam直・過去 主の天使 ヨゼフの夢の中
342 curnan過去分詞 通告 帝国
347 qu
へ ●
alnl 接・過去 各人 血族
350 f6run直・過去 使者たち 国中の到る所
351 culnana過去分詞 使者たち －
356 giuuet直・過去 ヨゼフ (ベッヘレム）
371 culnan過去分詞 キリスト この世界
391 quam直・過去 神の光 (野原）
395 culnan不定詞 神の使い (野原）
410 culnan過去分詞 無数の天使 一人の天使
424 giuuitun直・過去 馬丁たち ベツヘレム
425 sTdon
????｛?
馬丁たち ベツレヘム
日になった.】その時彼ら［ヨゼフとマリア］は或る儀式を行わなければ
ならなかった．彼らは彼［キリスト］をイェルサレムの支配者の宮へ捧
げなければならなかった.彼らの国のしきたりは次のようになっていた．
へプライ人の間では， どの女性も初めて息子が生まれたときには，彼女
は彼をいかなる場合でも神の宮へ捧げなければならなかった．
6)Gj""伽〃伽th6thiug6duntuue,IosephendiMaria/bediufon
Bethleem:(458-459)【それゆえ良き2人，ヨゼフとマリアはベツレヘム
から出発した.】2人はベツレヘムから聖なるキリストを連れていた．そ
してイェルサレムで神殿を探した．彼らはその神殿で1人の高貴な生ま
れの老人を見つけた．彼は神殿で冬と夏を幾度も過ごした．彼はシメオ
ンと呼ばれていた．
7)Th6uuardimishugisuido/blidianisbriostun,th6hegisahthat
barnc""α"/anthanauuihinnan.(473-475)【その子［キリスト］力ぎ神
殿の中に入って来るのを見た時，彼の心は明るくなった.】その時彼は，
自分自身の目でキリストを拝見できた力苛ゆえに，支配者である全能の神
に感謝の気持ちを述べた．
Ge"gimth6tegegnesendiinag rnoantfeng/aldmidisarmun:(477
-478）【老人は彼の方へ行って，そして彼を両腕で喜んで迎えた】．
$nuicsusgigamalodbium,/thatthuthinanholdascalcnuhinan
〃2γ6α〃latas,/anthinafriduuuara/"tz",tharCrminafordrun
dedun,/uuerosfontheserouueroldi,' (481-484)その老人はキリストに
向かって言った． 【私［シメオン］はこのように年老いているので，あな
たの忠実なしもべをここから何処かへ行かせてくれるように［あの世へ
送ってくれるように］お願いします．以前私の祖先がこの世から行った
あなたの平和な保護の中に向かわせてくれるようにお願いします.】なぜ
なら，ずっと以前に約束されていたように，慈悲深い主に会うという最
も喜ばしい私の望みは満たされたのですから．更にその老人は，良き女
性マリアに， キリストカゴ教えを信じる人に救いを与え， そうでない人に
堕落をもたらすということを神殿で話した．
Th6〃α”thar6cCnuuifgMg""/aldinnanthemalaha:Annauuas
siuhetan,(503-504)【さて， そこへ1人の老女も神殿の中にやって来た
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彼女はアンナと呼ばれていた.】彼女は娘時代に7年の結婚生活をした後
一人で暮らし，その後84年間神殿を決して離れなかった．そして，彼女
はそこで主に昼夜仕えた．
Siu9z"zw@thar6cgZz"gzz"t6/antheaselbuntid:(51 -517)【この老女
もシメオンと時を同じくしてそこへやって来た.】そして神の子にすぐに
気づき，神殿のそばで待っている人々に良い知らせを伝えた．
GnuisthehelagoKrist,/uualdandselboanthesanuuihc"郷α"/te
al6siennethealiudi'(521-523)【今聖なるキリストが，支配者御自身が，
この神殿に来られた.人々を救うために･･…･｣(521-523)】神殿にいた人々
は喜び，神について誠に良い知らせ力雰話されるのを聞いた． （526-528)．
8)G""伽〃"th6tehasthanan/fonHierusalemlosephendi
Maria,/helaghiuuiski: (途中略)bntans6isuuilleogF"g,/heben-
cuningeshugi.(531-537)【神聖な家族， ヨゼフとマリアは， イェルサレ
ムからわが家へ出発した.】彼らは常に旅の同伴者として，主の息子，天
の王を連れていた． 【このことは神の意思が望むように,】この世界では
知れ渡らなかった．
第6章で使われている場所の移動を表す動詞を表に纏めたものが，次
の表VIである．表Ⅵから分かるように，第6章で2度使われている
giuuitanは，どちらもその主語はヨゼフとマリアであり，かつまたキリ
スト誕生の地ベツレヘムと聖地イェルサレム間の移動を表す場合に使用
されている． giuuitanはイエスが初めてイェルサレムに上ったときのこ
とを扱ったこの章の展開にとって， まさしく時宜にかなった箇所で用い
られ， 2度の重要な場面の移り変わりを表している．第5章でもこれと
同じことが言えた．つまりヨゼフの家族ｶぎ，ガリラヤのナザレからベツ
レヘムへ向かう場面と，馬丁たちが飼葉桶の中のイエスのもとへ駆けつ
ける場面である． その他の動詞を調べても， この叙事詩の内容の転換に
係わる場所の移動を表す動詞は，上記の表V・VIからは見つけることは
できない．この他のgiuuitanの使用例を更に列挙し,上記のgiuuitanの
用法力罫一過的なものなのかどうか調べてみることにする．
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表VI
c)712-780
712行のgiuuitanは第9章の始まりから14行目にあり,780行のそれは
第10章の1行目にある．第9章はヨゼフの家族がベツレヘムからエジプ
トへ逃力ざれ，ヘロデ王の死を天使が伝えるまでを述べている．
以下は第9章の書き出しである．
9)Th6uuardsanaftarthiuuualdandes,/godesengilc"”g"Iosepe
tespracun,/(699-700)【その後[東方の3博士力罫へロデ王を裏切った後］
すぐヨゼフに話すために主の使いが来た.】彼は睡眠中の彼に，激怒した
王が神の子を探し命を奪おうとしていると言った．
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詩行 定動詞 時称 主語 到津点
429 gangan不定詞 馬丁たち キリスト
449 skred直・過去 時間 －
458 giuuitun直・過去 ヨゼフとマリア イェルサレム
474 curnan不定詞 子（キリスト） 神殿の中
477 geng 直・過去 老人 キリスト
482 huerban不定詞 忠実なしもべ 平和な保護
483 faran同上 同上 同上
503 quam直・過去 老女 神殿の中
503 gangan不定詞 同上 同上
516 quam直・過去 同上 同上
516 gangan不定詞 同上 同上
522 cuman過去分詞 キリスト 神殿の中
531 giuuitun直・過去 ヨゼフとマリア わが家
ベツレヘム
536 geng 直・過去 神の意 －
$untthatthiuuordc""ze/herronthines,thatthuthathelagebarn/eft
tethesumlandscepi ledianm6tis,/drohtinthinen.'(707-710)主の使い
は言った． 「今彼をエジプト人の国へ連れて行きなさい．そして，神の子
と良き娘と供にそれらの人々のもとに留まっていなさい． 【あなたに，あ
なたは聖なる子を再びこの国へ導いてもよいという， あなたの主の言葉
が来るまで.｣】・
10)g〃卿加anthanasidthanen/thetheganmidtheruthiornon,
(712-713)その時ヨゼフは客室で飛び起き，神の命令にすぐに気づいた．
【そこでその男は，乙女と供にそこから旅に出た.】そして広大な山を越
え他の民を捜し，神の子を敵達から遠ざけた．
11)thatuuaruntheauuisonmanuuestang"@""0坊α"/6staraniro
6dilendi允γ"""6dranuueg:(717-718)さて，その後へロデ壬は，彼
が支配者の座にある所[イェルサレム］で， 【賢者たちが西から東の故郷
へ向かい，別の道を進んだことを】知った．彼らは彼に， キリストを見
つけたという知らせを引き返して言いたくなかったのである． それゆえ
彼は梢然として腹を立てて座っていた．
Th6hes6hardogib6d,/Erodesobarisriki,hetth6isrinkos/2z"zz"/
cuningtheroliudio,(727-729)【そこでヘロデ王は，彼の帝国じゅうの戦
士にベツレヘムへ行くように厳しく命じた.】そして，彼らが力づくで，
2歳に育ったベツレヘム周辺のできるだけ多くの子供の頭を奪うように
命令した．彼らはそれを実行に移した．母親は幼い子供の死を嘆き悲し
んだ．ベツレヘムに途方もない悲嘆の声が響き渡った．たとえ人が子供
の心臓を剣で二つに切り裂いたにしても，ベツレヘムの彼女たちにとっ
て， これ以上辛い行為はこの世界で決して起こりえなかった．彼女たち
は自分の子が，体を血で染めて目の前で殺されるのを見たのだった．
Th6uuarduuordc"”α"/tharanEgyptiediliunmanne,(767-768)キリ
ストはヘロデ王の死までナイル川が北に向かって流れる美しい流域に住
んでいた． 【その時エジプトの高貴な男に言葉力：来た.】神の使いはヨゼ
フに，その子をそこから再び祖国へ連れて行くように命じた．
12）α""伽〃伽th6eftanGalilealandlosephendiMaria,/helag
hiuuiskihebencuninges,/u arunimanNazarethburg.Tharthe
l29
neriondioKrist/uu6hsundarthemuuerode,(780-783) 【ヨゼフとマリ
ア，天の王の神聖な家族は再びそこからガリラヤへ向け出発した．彼ら
はナザレの町にいた．そしてその人々の間で救世主キリストは成長し
た.】
c)に現れた，場所の移動を表す動詞を纏めると表ⅥIのようになる．
c)の内容概略及び表VIIから，ここでもgiuuitanは遠距離の移動，つ
まりヨゼフー家のベツレヘムからエジプト， そしてエジフ°卜からガリラ
ヤのナザレヘの移動の際に用いられていること力ざ分かる． この2度の長
い旅はこの英雄叙事詩の場面に新たな展開を導いている．
d)873-960
873行のgiuuitanは第11章の15行目にあり,960行目のそれは第12章の
12行目にある.第11章は洗礼者ヨハネとキリストの到来について書かれ，
第12章は主にキリストの洗礼について述べられている．ベハーケル
(1948）の目次では，この両章は一括して「ヨハネの初めての登場とキリ
ストの洗礼」 (ErstesAuftretendesJohannes.TaufeChristi)となっ
ている．次は第11章（856-948）の書き出しの部分から始まっている．
13)Tharuuardimmahtigc@""""/antherouu6stunniuuordfon
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詩行 定動詞 時称 主語 到達
700 curnen過去分詞 神の使い ヨゼフ
707 cume 接．現在 言葉 ヨゼフ
712 giuuet直・過去 ヨゼフ エジプト
717 9ihuuorban過去分詞 賢者たち 故郷
718 f6run 直・過去 同上 －
728 faran 不定詞 戦士 －
767 cuman過去分詞 言葉 エジプト
780 giuuitun直・過去 ヨゼフとマリア ガリラヤ
himila,/g6dlicstemnagodes,(863-865)ヨハネは若いころから荒野で育
った． 【そこで彼に，天から奇跡に満ちた神の栄光ある声が来た.】そし
てヨハネにキリストの到来と彼の強い力をこの世界で伝えるように命じ
た．
14)G〃"訂加th6gWg"",als6Jordanfl6t,/uuataranuuilleon,(873
-874)ヨハネはそのような至福［天の国力:近づいていること］について述
べることができたらという望み力罫強かつた.【彼はヨルダン川が流れてい
るままに，川の意のままに進んだ.】そして，毎日彼ら力ぎ断食によって，
数多くの悪行を蹟罪することを国中の人々に伝えた．
15)actheisanthitliohtc"”α",/mahtigtemannunendiundareu
middiunstCd,(886-887)ヨハネは言った．【｢そうではなく ［私（ヨハネ）
が人の罪を許すのではなく］この力ある人［キリスト］がこの世に来て，
そしてあなた方の中央に立つだろう.】そして， その人が神の名と，聖霊
によってあなた達に洗礼を施すことになるだろう． それがあらゆるもの
の上に立つ主である.｣．
!Icbiumanisbodskepiherod/anthesauueroldc"加g"endiscalim
thanauuegrnmien,/lerea thesaliudi,huu6seasculinirogil6bon
haldan/thurhhluttranhugi,endithatsieanhelleanithurbin,〃伽z〃
anfernthatheta.'(途中略)th69噸加"〃inas6keantharod/fon
Hierusalemludeoliudio/bodonfontheruburgi(途中略)@thathescoldi
anthesauueroldc"”α"'.(895-913)ヨハネは続けて言う．【｢私［ ］
は彼の到来を知らせるために， この世界へ来た． そして彼のために道を
整え， これらの人々にどうやって純粋な心によって信仰を保つべきであ
るか， そして彼らは燃え盛る地獄へ行く必要はないことを教えなければ
ならない.｣】そのこと［ヨハネがキリストではないかということ］は，
約束の地の人に広く知れ渡った.【そこに彼を探しにイェルサルムからユ
ダヤ人の使者たちが来て】彼力欝神の子かどうか尋ねて言った． 「この世界
で，既にずっと以前に【彼［キリスト］はこの世に必ず来ると言われて
いた」が，お前は神の子ではないのか？】・
Neoherersuligniuuard/anthesunmiddilgardman6darc"〃α"／
dadiuns6mari.(925-927)ヨハネは言った．「私は神の子，真の支配者キ
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リストではない．私は彼のために道を整えなければならない． イェルサ
レムから使者として来ていた者たちは尋ねた： 「あなたはいかなる人な
のか，私たちに言いなさい！あなたは以前ここにいた人の1人なのか，
賢い予言者たちの？私たちは人々に， あなたについて，誠に， どう言う
べきなのか？ 【この世には以前， その行いのためにこのように知られた
人はこの世界に1人も来なかったのだから.】ヨハネは答えて言う．（｢私
［ヨハネ］は我が主の先駆けである．私は彼の意思に従って，国を整え
人々を纏めなければならない． （途中略)私はわ力欝主に似ても似つかぬ者
である．彼はその行いによって力があり，誠に名声があり強大であるの
だから｣．
9噸”"〃thartelohannesecuningogisidos,(952)このようにヨハネは神
の教えに従って話し，人々に知らせた．ベタニアにイスラエルの多くの
人が集まってきた.【ヨハネのもとに王の従士たちが教えを得るために来
た.】そして［キリストの］信仰を受け入れた．彼は彼らに，毎日洗礼を
施し， そしてその行いと邪な考えを答めた．
16)Th6niuuaslangtethiu,/thatimfonGalileag""〃godesegan
barn,/diurlicdrohtinessunu,d6pisuokean.(959-961)【まもなくガリ
ラヤから神御自身の子，賛美されるべき主の息子が，洗礼を求めて来ら
れた】．
d)に現れた場所の移動を表す動詞を纏めると，表Vlllのようになる．
873行のgiuuitunはこれまで出てきたものとは違い，遠距離の移動の
際に使われているのではない． しかし，場面はヨゼフがヨルダン川に沿
って進みなｶ苛ら，洗礼を施していくところで，荒野での生活から一変し
て神の声に従って行動を開始していく詩の一つの山場を成しているとこ
ろである．他方， 960行のgiuuitanは，これまで繰り返し用いられてきた
ように長い旅の行程を示している． ここではキリストが，ガリラヤから
洗礼者ヨハネのいるベタニアのヨルダン川までの距離である． このよう
にgiuuitanは，一定の間隔を置き繰り返し用いられることにより，詩に
めりはりを与え，聴衆の注意力を詩へ引き寄せていると言える． しかし
他の動詞にはこのような特徴は殆ど見られない．
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表VIII
e)1024-1113
1024行は第13章の5行目,1113行は同じく第13章の終わりから8行目
にある． この章ではキリストが悪魔の誘惑に遭う場面ｶざ描かれている．
ベハーケル（1948)の目次でも，この第13章は｢誘惑(DieVersuchung)」
と題されている．以下簡単に内容を見てみる．
ガリラヤからベタニアに来たキリストは， ヨハネによって洗礼を授け
られる．すると天から神の声が聞こえ， キリストが最愛の子であること
を告げる． ヨハネは神の意思に従って， この子こそキリストであると告
げ知らせる （第12章の内容)．
17）次は第13章の5行目からである.Th6he"selbogj""〃/aftar
themd6pislea,drohtintheg6do,/anenauu6stunnea,uualdandessunu;
(1024-1026)【良き主キリストは，洗礼の後， 自ら荒野に向け出発した.】
彼はその荒野で長い間滞在した．彼はそこで自分を悪魔に誘惑させるつ
もりだった．
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詩行 定動詞 時称 主語 到藻点
863 cuInan過去分詞 言葉 荒野
873 giuuet直・過去 ヨハネ －
873 gangan不定詞 同上 －
886 curnan過去分詞 キリスト この世
896 curnen過去分詞 私（ヨハネ） この世
899 faran不定詞 人々 地獄
909 quamun直・過去 ユダヤ人 ベタニア
913 culnan不定詞 彼（キリスト） この世
926 cuInan過去分詞 ヨゼフ この世
952
へ
quamun直・過去 王の従士 ヨハネ
960 giuuet直・過去 神御自身の子 ベタニア
18) thanlanganigidorstunimderneauuihti,/nidhugdigffund,nahor
gWgrz",(1055-1056)主は40夜断食をしていた．彼はそこで食べ物を口に
しなかった.【その間,敵意に満ちた悪魔は,彼に近寄る勇気力:無かった.】
thefiundnahorge"g,/mirkimenscado:(1061-1062)キリストが空腹を
覚え，彼の人間性のために食べ物が欲しくなり始めた40日の後，【邪悪な
不幸をもたらす悪魔は近寄って来た.】そして言った「もしおまえが神の
息子なら，お前に力があるなら，なぜおまえはこの石からパンを作るよ
うに命じないのか？おまえの空腹を満たすように！」
Th6biganeftniusonendinahorgE"g/unhiurifiund6drusidu,(1075
-1076)【再び不気味な悪魔は主を誘惑し， そして近くに来た.】平和の子
は悪意に耐えた． キリストは， 自分を悪魔にイェルサレムへ連れて行か
せた．悪魔は彼をイェルサレムで最も高い神殿の上へ連れて行き，潮り
の言葉で言った． 「もしおまえが神の息子なら，ここから地面に向かって
飛び下りろ．天使たちはどの道においてもお前を守り，お前を彼らの腕
で支えてくれる． このことはずっと以前に書物に書かれ，全能の神が命
じていることだ． まったくお前はどこにいても自分の足で固い岩を支え
る必要はない｣． 3度目に彼は自分を悪魔に高い山に連れて行かせた．そ
こで悪魔はキリストに全人類，世界帝国， そしてこの地上が取り囲んで
いるあらゆる財産を見渡させて言った． 「もしおまえが私の足元に脆き，
私を主人と見なし，私を領主と認めるなら， その時にはここで見せたあ
らゆる宝を心行くまで楽しませてやる．
19)Th6g""酎加themenscado,/suuidoser gm6dSatanas
thanan,/fiundundarferndalu・Uuardtharfolcmikil/fonthemaloual-
danobanateCriste/godesengiloc"”g",(1113-1117)すぐその後，あら
ゆる子の中で最高の者は言った.「人は天に向かって全能の神に祈らなけ
ればならない．そして神の恩寵のために，謙虚に彼にのみ仕えなければ
ならない.そこではそれぞれの人に救い力罫準備されているのだから｣.【こ
うして非常に不機嫌な悪魔は， そこから地獄の谷の底へ去って行った.
するとそこに神の天使たちの聯しい群れが，天の支配者からキリストに
向かってやって来た】．
さて, e)で使われている場所の移動を表す動詞を纏めると表IXのよ
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うになる．
表Ⅸ
1024行のgiuuitanは，キリストが悪魔の誘惑を受けに行くという新た
な展開を明らかにし， 1114行のそれは悪魔の誘惑の失敗とその終結を示
している．つまりgiuuitanは，これから始まる新しいエピソードを暗示
するとともに,そのエピソードの終わりを一定の行間隔を置いて示唆し，
聴衆達の詩への興味を繰り返し刺激している．他方gangan,kumanは
様々な行為や出来事に使われ， その使用範囲は多岐に亘っている．
3
にかけて挙げた表Vから表VIを主語に注意次の表Xは， ）a
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詩行 定動詞 時称 主語 到達
1024glu 直・過去 キリスト 荒野
1056gangan不定詞 悪魔 キリスト
1061 geng 直・過去 同上 同上
1075 geng 直・過去 悪魔 キリスト
1113giuuet直・過去 悪魔 地獄の谷底
1117cunlen過去分詞 天使の群れ キリスト
不定詞 使用回数 主語
kuman23 人18 事物5
gangan 9 人8 事物1
faran 5 人5 －
giuuftan10 人10 －
sidon 1 人1 －
skrTdan 1 － 事物1
huerban2 人2 －
して更に纏めたものである.kumanの主語は，天使，キリスト，老女，
ヨハネ，ユダヤ人,王の従士,そして通告,神の光,言葉等である.gangan
の主語は，馬丁，老人，老女， ヨハネ，悪魔，そして神の意思である．
faranの主語は，使者，老人，戦士，賢者，人々である.sTdon,skrTdan,
huerbanの主語は，馬丁，賢者，老人，時間であるｶぎ使用回数は少ない．
これらの動詞の主語には， 中心人物も含まれるが，今までの内容概略か
ら分かるように，叙事詩の筋の変化を示唆するような場面で使われてい
るものは少ない． これに対し, giuuitanの主語は，ヨゼフ，マリア， ヨ
ハネ，キリスト，悪魔，馬丁であり7，叙事詩の重要な場面か中心的な登
場人物に限られ，叙事詩の筋に変化を与えている． また,L.クロンプト
ンは『ヘーリアント』におけるkuman,gangan,faran,giuuitanの主
語を人と事物に分けて統計を示している． それによるとkumanでは人
の主語92度,事物の主語60度,以下gangan93対10,faran48対10,giuuitan
は68対1であり,faranは多少異なるものの,おおよそ表Xの統計と一致
する． さらに， キリストが主語である割合は, kuman,gangan,faran
が1割にも満たないのに対し,giuuitanl*68度中33度と，およそ半数に
も上っている． これらを考え併せると, giuuitanはキリスト本人，或い
はキリストに特に深く係わっている人物や場面で使われていること力罰一
層明確になってくる.giuuitanは叙事詩の山場で規則的に繰り返し使用
され，その度にキリストとの結びつきを強め, giuuitanというその響き
の内に，聴衆は受難者キリストを連想したことであろう． そして
giuuitanのこの規則的反復は，時間的な周期性を朗読に与え，リフレイ
ンに似た効果を生んでいる． この周期は新しい場面が登場したり，終了
したりする局面と多くの場合一致し，物語の展開に規則的な時間感覚を
与えている． このようにgiuuitanは語り物としての叙事詩『ヘーリアン
トjの中で効果的に使用され， この動詞の持つ重苦しい響きは，聴衆達
に救世主キリストへの同情心を呼び起こしたことは想像に難くない8．
注
『ヘーリアント』からの引用文は次のものに拠った． Behaghel,Otto(hrsg.)
H'伽"‘〃"aGe"esiS,Hallel948.
1
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2 『タツィアーン』からの引用文は次のものに拠った.Sievers,Edward(hrsg.):
Tb伽",Paderborn,1966.
3 広い意味で「場所の移動を表す動詞」は『ヘーリアント』の中で多数使われ
ているが，その中で次の動詞のみを調査対象にする． ノ伽z"(sichvoneinem
Ortzumandernbewegen),gzz"gn"(gehen),g“"gzz"(gehen),gi""加加
(sichaufdenWegmachen,gehen),""bo"(gehen),"2坊α〃(hinundher
gehen),ノ誠z"(gehen),s湿り",sMgaz"(gehen,ziehen),sた斌加〃(schreiten,
gehen).
なお， これらの動詞は与格の再帰代名詞を伴って使用されることがある．筆
者はこれらの動詞について既に次の拙論で紹介した．
『｢ヘーリアント」における古ザクセン語の再帰代名詞の用法一中動相を参考
に－j,関西大学独逸文学界「独逸文学」第37号(1993)S､33-35.
4 Genzmer,Felix:Hｾ伽"α〃"dB7'zJc"s〃むだg庇γGe"esiS,Stuttgartl989.
5 giuuitanが1度も使われていない章がかなりある．第1部では第1章から第
4章と第7章の五つの章である．第1章は序論力欝述べられ，人物の場所の移
動は話題になっていない．第2章は天使ガブリエルがザカリアに，洗礼者ヨ
ハネをエリザベートが身籠ることを告げる場面が描かれている． この章には
場所の移動を表す動詞が幾度か使われていて，中にはgiuuitanカ㎡用いられて
も不思議ではないと思われる箇所がある．例えばendigengimthegiherodo
man/anthanauuThinnan.(102-103)(そしてその高貴な男は神殿の中へ行
った）は，ユダヤ人たちが神殿の回りに集まり， そのなかを代表者ザカリア
が神殿に入って行くという緊張感の高まる場面である．第3章はヨハネの誕
生力罫語られている．ザカリアが唖になって神殿から出てくる描写があるが，
ここでもgiuuitanは使われずkumanが用いられている(Th6quamfr6d
gumo/ntfonthemalaha.(180-181).(そこで年老いた男は神殿から外へ来
た.） ヨハネが生まれる箇所もIohannesquam/anliudeolioht: (198-199)
（ヨハネが人の世に来た） となっている．第4章は天使ガブリエルが，マリ
アが救世主キリストを身篭ることを告げる場面である． この中で天使ガブリ
エルがマリアの下にやって来る場面は，詩の展開から見るなら，筋の流れを
変える好機であり,聴衆の関心を引き寄せる絶好の場面であると思われるｶぎ，
giuuitanではなくkumanが用いられている.Th6uuardisuuisbodo/an
Galilealand,Gabrielcuman,(249-250)(彼［神］の使者，ガブリエルがガ
リラヤの国に来た).最後の第7章では，3人の賢者がキリストに会うために，
イェルサレムのヘロデ王のもとにはるばる東の国から参上し，問答の末， キ
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リストの誕生を知ったヘロデ王が困惑する様子力:書かれている． この章の書
き出しで， 3人の賢者力欝イェルサレムに来るという詩の新たな場面はsuido
glauuagumonganganquamun(542)(非常に強い男たちが来た） と表現さ
れている．
以上のことから, giuuitanが使われる一つの要因として推定されるのは，キ
リストが生まれた後， キIノストと直接関係する場所の移動を特に強調して表
したい場合を挙げることができるであろう．
最後に,第1部にあるが本文中に挙げなかったgiuuitanの用例を5例以下に
列記しておく．
1)g"況加犯加fordthanan/baldaanbodskepi:uueldunthatbarn
godes/selbons6kean.(650-652)([3人の賢者は］勇敢な者たちは使
者としてそこから先へ進んだ．彼らは神の子自身を捜したかった)．
2)Th6gj"況加犯加theaferahtonman,/seggiteseldonsiduu6rige,/
gumonangastseli.(677-679).賢者たち，男たちは部屋へ行った，旅
に疲れた者たちは，客室へ)．
3）α"""〃伽th6eftteHierusalem/irosunus6kean,(806-807)彼ら
［ヨゼフとマリア］は再びイェルサレムへ向かった．彼らの息子を捜
しに）
4)G〃況加犯加th6eftthanan/fonHierusalemlosephendiMaria,
（832-833）（そこからヨゼフとマリアは再び出発した． イェルサレムか
ら)．
5)Kristup鋲""α/fagarfonthemfl6de,fridubarngodes,(982-983)
（キリストはその流れから上がった．優雅な人は，神の平和な子は)．
1） 2）は8章にあり，両者とも賢者達がベツレヘムへキリストに会
いに行く様子を述べている． 1）と2）の二つのgiuuitanは詩行数で
22行しか離れていない．次の3），4）はキリストが12歳になり，イエ
ルサレムでの過越まいりの折の出来事である．このgiuuitanもわずか
26行の間隔を置いて使われている．最後の5）はキリストがヨハネに
よって洗礼を施され， ヨルダン川から上がる場面である． これに先行
するgiuuitanは960行にあり,1),2)と同じ<,僅か22行の間隔し
かない．これらは，本文中の先行するgiuuitanを強めていると考えら
れる．
【 】で囲まれた部分は『ヘーリアント』からの引用文の訳であり，その他
は筆者力ざ内容を短く纏めたものである．
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Die Verben ,,im Heliand", die eme Ortsverände-
rung bezeichnen -giuu~t im-
Akira SHIDA 
Im „Heliand" finden wir viele Verben, die eine Ortsveränderung 
bezeichnen. Einige davon werden aber ausgewählt : faran (sich von 
einem Ort zum anderen bewegen), gangan (gehen), gigangan (gehen), 
giuuftan (sich auf den Weg machen, gehen), huarbon (gehen), huerban 
(hin-und hergehen), lfban (gehen), sfdon (gehen), sfdogean (gehen) und 
skrfdan (schreiten). Natürlich hat jedes von ihnen seine eigene Ge-
brauchsweise in dem religi5sen Epos, aber ein deutliches Gepräge 
trägt das V erb giuuftan. 
Der Originaltext des „Heliand" liegt allerdings nicht mehr vor. Es 
gibt nur zwei unvollständige Handschriften (M, C) und drei Frag-
mente (P, V, S). In der Handschrift C ist durch römische Zahlen eine 
Fittengliederung (71 Abschnitte) -Gliederung in Vortragsab-schnitte 
-von dem „Heliand"-Dichter selbst vermerkt. In der vor-liegenden 
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dreiteiligen Arbeit wird das Epos vom 1. bis zum 13. Ab-schnitt 
untersucht. 
Das erste Kapitel wird die Gebrauchshäufigkeit von giuuftan ver-
deutlichen und fünf Textgruppen mit durchschnittlicher Häufigkeit 
(ungefähr einmal je 74 Verse) in den Vordergrund stellen. 
Im zweiten Kapitel befasse ich mich mit fünf Textgruppen, die 
neben giuuftan-einmal je 74 Verse-weitere Verben der Ortsverän-
derung enthalten. Die fünf Textgruppen werden im Kontext ins 
Japanische übersetzt, damit verständlich wird, in welcher Situation 
Ortsveränderung bezeichnende Verben im Werk gebraucht werden. 
Danach werden Tabellen eingerückt, die über Subjekt, Tempus und 
Ziel der V erben einen Überblick bieten. 
Im dritten Kapitel wird eine Folgerung gezogen : Zum Vorschein 
kommt giuuftan in den Szenen, wo nach der Geburt Christi die Rede 
auf ihn oder auf Leute kommt, die zu ihm in enger Beziehung stehen. 
Zudem ist giuuftan wirkungsvoll zu Beginn oder am Ende eines Ab-
schnitts wiederholt eingesetzt. Mit dem Klang von giuuftan erwartet 
man also eine neue Entwicklung im epischen Ablauf. So etwa be-
findet sich giuuftan im Zitat (17) zu Beginn des 13. Abschnitts und 
deutet uns den Anfang eines neuen Ereignisses an, desgleichen noch 
einmal am Ende des 13. Abschnitts im Zitat (19) : Es suggeriert uns 
sowohl den Schluß eines neuen Ereignisses wie auch das Vorzeichen 
eines anderen. 
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